
１）　本製品は、大型高排水システムの「たてとい本管を庇に貫通させる」 １）　穴の周囲と貫通ドレン本体のツバ面に 「エスロコイル用シリコーンシーラント」 を
　 ための専用の接続部品です。 　　　　切れ目がないようひも状にしっかり充てんします。

２）  施工条件により、接続する継手を選定してご使用ください。 ２）　充てんした穴にキャップを差し込み本体を持ち上げながらキャップにネジ込みます。
※ 　 詳しくは裏面記載の「大型高排水システム施工時の注意事項」を

　 ご覧ください。

１）　高排水ドレンの取り付け位置を決めます。 １）　貫通ドレン差し口と継手受け口に接着剤を塗布します。
２）　Ａ寸法※(下穴径:１９７ｍｍ)のケガキ線を描きます。        接着剤は「塩ビ管用接着剤Ｎｏ.７３」をご使用ください。
３）　ケガキ線に沿って、ホルソーやハサミ等で穴を開けます。 ２）　貫通ドレンの差し口奥まで継手を挿入してください。
※　　 梱包に付属の仕切り板にある「ガイド」を切り取り、円弧に沿って
　　　　ケガクことで下穴径を描くことができます。
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1 　 製品説明 3 　 貫通ドレンの取り付け

2 　 エスロコイル（加工とい）への穴あけ 4 　 継手の取り付け

貫通ドレンＶＰＴ１２５ 施工説明書

・エスロコイル（加工とい）を挟み込み、本体をキャップに十分締め付けてください。
締め付けが弱いと水漏れの原因となります。

「エスロコイル用シリコーンシーラント」

品番 ︓ ＧＦ５５

充てんする

・ 専用部品を使用しない場合、高排水システム本来の
排水能⼒が得られず従来の排水能⼒となります。

高排水伸縮ソケット
ＶＰ１２５

インクリーザー
ＤＶＩＮ１５０-１２５

ソケット
ＤＶＤＳ１２５

ソケット
ＤＶＤＳ１２５

▽庇上側
△庇下側

貫通ドレン

奥まで
挿入する

「塩ビ管用接着剤Ｎｏ.７３」を塗布

塗布する

接着剤は、両方の部材の
指定範囲に全面塗布して
ください。

キャップに
ネジ込む

・ ハサミ等で叩いて穴を開けないでください。
表面が折れ美観を損なうとともに、水漏れの原因となります。

「Ａ寸法用（ガイド）」

Ａ

本体
（継手接続）

キャップ
（継手接続）

【部品構成】



　　　１）施工条件
⼤型⾼排⽔システムの排⽔能⼒を確保する為に、下表の条件に沿った施工を⾏ってください。

（表）サイズ別システム構成

本管同径 本管拡径 超芯 加工とい
（コイル）

3m以下※2 差込ソケット
ヤリトリソケット

3m以上 高排水伸縮ソケット

8m以下※2 差込ソケット
ヤリトリソケット

8m以上※1 高排水伸縮ソケット

8m以下※2 差込ソケット
ヤリトリソケット

8m以上 高排水伸縮ソケット

※1　高排水VP100を超芯V/P500と組み合わせて施工する場合に限り、竪とい高さは3m以上で施工が可能です。
※2　所定の竪とい⻑さを確保できない部位で、施工のやりとりができない場合は、空気の流⼊を抑制する為にヤリトリソケットや差込ソケットで施工してください。
※3　その他対応可能な配管パターンがあります。詳しくは各営業所までお問合せください。

　　　２）軒とい推奨寸法について
・ 本管を貫通させる部分は排水断⾯積が⼩さくなり上流部の水位が上昇しますので、
　 軒といをより大きくしなければならない事があります。
・ 初期設定の軒とい寸法と貫通させたい竪とい口径を各営業所担当へご連絡ください。

対応軒とい
軒とい貫通部 大型高排水システム 竪とい本管

最低必要高さ 伸縮吸収部材
竪とい貫通部配管パターン※3

エスロコイル

底⾯幅
250ｍｍ以上

貫通ドレンVPT100

高排水VU・VP75 A B

V500
P500

エスロコイル

底⾯幅
200ｍｍ以上

高排水VP100 C D

貫通ドレンVPT125 高排水VP125 C D ー

⼤型⾼排⽔システム施工時の注意事項
軒といを貫通させて施工する場合

貫通なし 貫通あり
上流側下流側

配管C
（本管同径）

配管A
（本管同径）

配管D
（本管拡径）

インクリーザー

ソケット

貫通ドレン

インクリーザー

貫通ドレン

ソケット

ソケット
インクリーザー

配管B
（本管拡径）

インクリーザー

貫通ドレン 貫通ドレン

ソケット

軒とい内
排水断⾯

水位上昇

貫通ドレン


